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論 文 内 容 の 要 旨

放射線照射による肺障害については, 臨床上古くから放射線肺炎あるいは肺線維症として知 られ て い

る｡ また, 機能的にも肺の拡散能力が低下することは, すでに指摘されている｡ わが国においても, 増加

しつつある肺癌に対 して放射線照射療法が行なわれる場合も多い｡ 従って, 肺癌患者の肺機能やそれに及

ぼす放射線照射の影響を把捉 しておくことは, 肺癌の機能的外科的適応を決定したり, 放射線照射療法後

の機能的予後の推定をしたりする上に, 臨床上欠かせない｡

一方, 肺の拡散機能については, 今日に至るまで, その生理学的意義について数多 くの研究がなされ,

かなりの成果が挙っているにもかかわらず, なお不明の点が多いようである｡

そこで, 著者は, これらを明らかにすべく, 臨床的には, 肺癌患者に拡散機能を主とした種々の肺機能

検査を行い, 拡散機能とその他の肺機能との関連を考察し, 併せて, 肺機能に及ぼす60Co照射の影響を経

時間に, かつ可及的長期にわたり検討した｡

また, 実験的にも, 犬の胸部に60Co照射を行い, 拡散機能を中心に肺機能の推移を追求して, 肺機能に

及ぼす放射線照射の影響を確かめた｡ さらに, 60Co照射を行った肺の組織を得て, これを病理組織学的

に検索し, 肺の組織構造の変化から, 肺の拡散機能を検討して, 次のような二 ･三の結論を得ることがで

きた｡ すなわち

1) 肺癌患者では, 肺の拡散能力の低下が認められるが, これは肺癌患者に特有のものではなく, 肺癌

に合併した老人性肺気塵に原因するものである｡ また, 肺胞膜拡散能力と肺毛細管血量も同時に減少して

おり, これらは肺の全拡散能力と正の相関関係を示すことから, 肺の拡散能力が両者に平行して影響を受

けていることがわかる｡

2) 肺の全拡散能力は, 60Co照射によって照射後短期間は大きな増減を示すが, その後時間の経過とと

もに, 照射前に比べると, 徐々に減少して行 く傾向を示す｡ このことは, 肺胞膜拡散能力および肺毛細管

血量についても認められ, 肺の全拡散能力が両者の変化にほぼ比例して影響を受けていることを示してい
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る｡

3) 60Co照射によってもたらせられた拡散機能の変化は, 肺の拡散機能に二次的に影響を与えると考え

られる因子の変化によるものではなく, 放射線が肺にひきおこした病理組織学的変化によって, 直ちに説

明できるものである｡ つまり, 照射後の短期間の増減は, 肺の急性炎症によって, また, その後 の漸 減

は, 炎症吸収後に現われる線維化によって招来された｡/

4) 以上の肺の拡散機能の変化は, 照射した線量とは一定の関係が認められず, また, 胸部Ⅹ線所見と

も平行しないことから, Ⅹ線所見ではつかみ得ないような肺の病理学的変化を, 機能的に探知することが

可能であり, 放射線照射後に拡散機能を測定することの重要性が明らかにされた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

肺機能におよぽす60Co照射の影響について拡散能力を中心として臨床的ならびに実験的に検討し, 以下

の結論をえた｡ その際 60Co 照射については, 病理組織学的にも検討した｡

1) 肺癌患者では, 肺拡散能力の低下が認められるが, これは, 肺癌患者に合併した老人性肺気腫に起

因するものである｡2) 肺拡散能力は, 60Co 照射後の短期間では, 著明な増減を示す｡ その後は時間の

経過とともに照射前に比べて徐々に減少する｡ 肺胞膜拡散能力や肺毛細管血量にも同様の傾向が認められ

る｡3) それらの諸変化は病理組織学的にも証明される｡ 以上の研究は, 肺癌の場合の肺機能からみた手

術適応の決定や, 放射線療法後の機能的予後の推定に欠 くべからざるものであり, その臨床的意義は大き

い. 他方, 肺拡散能力の生理学的意義には未だ不明な点が多 く, 本研究によりその一端を明らかにしえた

ことは, 肺の機能と構造との関連にも言及し得たこととともに, 肺生理学上貢献するところ大である｡

本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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